
交 企 第 5 2 3 号

平 成 3 1 年 １ 月 2 5 日

各 警 察 署 長 殿

交 通 部 長

交通安全危険予測シミュレータ運用要領の改正について

交通安全危険予測シミュレータ（以下「危険予測シミュレータ」という ）につ。

いては 「交通安全危険予測シミュレータ運用要領の制定について（平成29年８月、

30日付青警本交企第263号 」により運用しているところであるが、この度、これ）

「 」 、 「 」 、までの危険予測シミュレータ 歩行者編 に 新機能として 自動車編 を追加し

、 、下記のとおり運用要領を改正の上 平成31年２月１日から運用することとしたので

事務処理上誤りのないようにされたい。

なお、本通達の運用をもって旧通達を廃止する。

記

１ 改正の趣旨

これまで運用してきた危険予測シミュレータ「歩行者編」は、歩行者目線での

危険予測トレーニングに主眼を置いたものであったが、更に、運転者目線での交

通安全安全対策として、危険予測シミュレータ「自動車編」を既存のシミュレー

タに追加したため、文言、様式について所要の改正を行ったもの。

２ 改正点

(1) 名称の改正

これまで、危険予測シミュレータについて「歩行者編」のみの運用であった

ことから同シミュレータを「歩行シミュレータ」と呼称していたが 「自動車、

編」の導入に伴い 「歩行者編 「自動車編」を総括して「危険予測シミュレ、 」、

ータ」と呼称することとした。

(2) 様式の改正

「 」 、 、「 」自動車編 の伴い 使用申請書及び使用結果報告書の様式に 使用種別

欄を新設した。

担当：交通企画課安全教育係



別添

交通安全危険予測シミュレータ運用要領

１ 目的

この要領は、交通安全危険予測シミュレータ（以下「危険予測ミュレータ」とい

う ）の運用要領について定めたものであり、交通安全教育において効果的に活用。

することを目的とする。

２ 用語の定義

(1) 運用責任者

警察本部交通部交通企画課長をいう。

(2) 取扱責任者

警察本部交通部交通企画課安全教育担当課長補佐（以下「安全担当補佐」とい

う ）をいう。。

(3) 取扱補助者

警察本部交通部交通企画課安全教育係長及び高齢者交通安全対策係長をいう。

(4) 保管場所及び保管責任者

管理番号 保管場所 保管責任者

１ 警察本部交通部交通企画課 安全担当補佐

２ 八戸警察署 交通第一課長

３ 弘前警察署 交通第一課長

３ 任務

(1) 運用責任者

運用責任者は、危険予測シミュレータが適正に運用されるよう調整を図るもの

とする。

(2) 取扱責任者

取扱責任者は、使用者に対して危険予測シミュレータの適正な使用及び運用方

法について教養し、危険予測シミュレータが常に良好な状態で維持されるよう指

導する。

また、危険予測シミュレータの使用申請について、運用責任者を補佐するとと

もに、保管責任者に連絡し貸出しの調整を図るものとする。

(3) 取扱補助者

取扱補助者は、危険予測シミュレータの適正な運用について、取扱責任者を補

助するものとする。

(4) 保管責任者

保管責任者は、危険予測シミュレータの損傷、盗難・紛失等の防止に努め、機

器の適正な保管管理を行うものとする。



４ 使用要領

(1) 使用申請

危険予測シミュレータを使用するときは、使用日の概ね２週間前までに「危険

予測シミュレータ申請書（様式第１号 」により、運用責任者に申請するものと）

する。

(2) 使用調整

運用責任者は、使用日時・場所、目的等を確認した上で、危険予測シミュレー

タ使用の可否を判断し、取扱責任者が申請者に通知するものとする。

(3) 使用管理

取扱責任者は 使用申請が重複しないよう 危険予測シミュレータ管理簿 様、 、「 （

式第２号 」に必要事項を記載し、使用状況を管理するものとする。）

(4) 使用報告

使用者は、危険予測シミュレータを使用した場合は、使用結果を「危険予測シ

ミュレータ使用結果報告書（様式第３号 」により、速やかに運用責任者に報告）

するものとする。

(5) 点検の実施、異状の報告

使用者は、危険予測シミュレータの使用前後には確実に点検を実施し、機器に

異状が認められたときは、速やかに運用責任者に報告すること。

５ 事故防止

危険予測シミュレータの搬送・設置に際しては、十分に人数を確保した上で実施

し、その取扱いには十分注意すること。

また、危険予測シミュレータを使用する者は、常に取扱説明書記載の使用方法を

遵守するとともに、その使用中においては、受講者の動静に注意し、転倒防止等の

安全確保を図るなど事故防止に努めること。



様式第１号

交 01 04 １年未満

( 年 月末まで保存)

年 月 日

交 通 企 画 課 長 殿

（ 運 用 責 任 者 ）

警 察 署 長

危険予測シミュレータ使用申請書

使 用 種 別 □ 自動車編 □ 歩行者編

年 月 日（ ）
使 時用 日 時 分から 時 分まで

受領日時： 年 月 日（ ） 時 分
借 用 日 時

返却日時： 年 月 日（ ） 時 分

行 事 名

住 所
使 用 場 所

施設名

参加者・団体名等

参加人数(予定)

□ 使用場所は室内であるか
事前確認項目

□ 機材運搬は複数人で対応可能か

警察署

課 氏名 （ ）
申請所属担当者

警電

備 考

処 理 結 果

（ ）取扱責任者記載



番号 申請受理日
申請警察署
（担当者）

使用日 管理番号 受領予定日 返却予定日 備考

危険予測シミュレータ管理簿

様式第２号
交 01 04 1年未満

(　　    年    　月末まで保存)



様式第３号

交 01 04 1年未満

( 年 月末まで保存)

年 月 日

交 通 企 画 課 長 殿

（ 運 用 責 任 者 ）

警 察 署 長

危 険 予 測 シ ミ ュ レ ー タ 使 用 結 果 報 告 書

使 用 種 別 □ 自動車編 □ 歩行者編

年 月 日（ ）
使 用 日 時

時 分から 時 分まで

行 事 名

住 所
使 用 場 所

施設名

子供 高齢者 一般
参 加 人 数

男 人 人 人 合計
(会場に集まった人数)

女 人 人 人 人

子供 高齢者 一般
体 験 人 数

男 人 人 人 合計
(実際に体験した人数)

女 人 人 人 人

使用前点検 □ 異状なし □ 異状あり

使用後点検 □ 異状なし □ 異状あり

点 検 結 果

異状の箇所・状況

備 考


